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昨
年
の
台
風　

号
に
追
い
討

１４

ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
今
回
７

月
に
襲
っ
た
未
曾
有
の
大
水
害

は
、
冠
水
面
積　

�
以
上
、
住

３００

宅
被
害　

戸
、
被
害
総
額　

億

４３５

１５

円
以
上
と
い
う
、
本
町
と
っ
て

大
き
な
つ
め
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算

は　

億
円
の
補
正
額
の
う
ち
、

１２
９
億
６
７
０
０
万
円
が
災
害
復

旧
費
に
費
や
さ
れ
、
収
入
と
し

て
の
財
源
は
、
国
庫
・
県
か
ら

の
支
出
金
及
び
町
債
（
借
金
）

が
主
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
来
の
生
活
水
準
に
達
す
る

よ
う
、
早
期
復
旧
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
は
、
９

１８

月　

日
開
会
、　

月　

日
ま
で
の　

１２

１０

１１

３０

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成　

年
度
一

１８

般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正

予
算
２
件
及
び
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
の
ほ
か
、
条
例
改
正
５
件
、
平

成　

年
度
の
各
会
計
決
算
を
そ
れ
ぞ

１７
れ
可
決
・
認
定
し
、
陳
情
書
３
件
を

採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
湯
っ
た
り
館
の
早
期
再
開

に
向
け
た
特
別
委
員
会
と
、
議
会
組

織
・
運
営
全
般
を
見
直
し
、
行
政
改

革
を
推
進
す
る
た
め
、
議
会
改
革
調

査
特
別
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し

ま
し
た
。
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�����������
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田の下に埋設してあった防火水槽・轟地区（ 頭無 ）
かしたなし

���
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■
５
億
５
４
０
０
万
円

・
農
道　

箇
所

７６

・
施
設　

箇
所

７７

�
�
�
�
�

■
７
１
８
万
円

・
七
ッ
谷
、
枯
木
ケ
尾
地
区

　

の
各
林
道

�
�
�
�
�
�
�
�

　

■
３
億
５
９
０
０
万
円

　

・
町
道　

箇
所

３２

　

・
河
川　

箇
所

２２

�
�
�
�
�
�

　

■
１
０
０
０
万
円

　

・
丸
池
公
園
の
道
路
法
面

　
　

崩
落
措
置

�
�
�
�
�
�
�

　

■
２
３
０
万
円

　

・
山
下
団
地
の
擁
壁

�
�
�
�
�
�
�

　

■
２
１
８
０
万
円

　

・
吉
松
小
・
中
の
体
育
館

　
　

床
改
修

������ �������

町道、農地が崩落・轟地区（ 頭無 ）
かしたなし
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　がけ崩れ災害防止対策として，河川工事

費（般若寺地区３箇所）及び砂防費（般若

寺・幸田地区の計３箇所）の合わせて９,０００

万円の工事費が計上されており，更に，幸

田地区等５箇所の治山工事費の５,７００万円が

計上されています。また，都市計画事業と

して，今回地域防災がけ崩れ対策事業とし

て復旧支援された予算計上であり，補助率

は５０％です。

　

一
日
も
早
い
営
業
再
開

に
向
け
て
、
浴
室
の
シ
ロ

ア
リ
・
浴
場
の
ド
ア
修
理

費
等
や
事
務
費
補
助
費
に

２
１
９
万
３
０
０
０
円
、

営
業
運
営
上
の
適
正
性
の

調
査
を
行
う
た
め
、
公
認

会
計
士
へ
の
業
務
委
託
料

１
０
０
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�

　

栗
野
地
区
の
防
災
無
線
戸

別
受
信
機
は
、
今
年
度
中
の

導
入
予
定
で
は
あ
る
が
、
災

害
の
た
め
業
者
選
定
が
遅
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、

壊
れ
た
受
信
機　

台
を
修
理

８０

し
て
使
用
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�	

�
�
�
�
�

������������
���������

　本町のキャッチフレーズの「人と自然が織り

なす芸術の町」である，芸術の町づくりを進め

るために，芸術大学生の作品を町内主要場所

（公共施設・都市公園・道路の空き地）に設置

し，住民の芸術に対する意識を高めることと，

芸術による町の活性化が期待されます。
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平
成　

年　

月
１
日
か
ら
障
害
者

１８

１０

自
立
支
援
法
が
本
格
施
行
さ
れ
、
よ

り
公
平
性
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図

ら
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

日
常
生
活
の
利
便
を
は
か

る
た
め
用
具
を
給
付
・
貸
与

し
ま
す
。（
従
来
の
も
の
に

「
ス
ト
マ
用
装
具
」
が
補
装

具
よ
り
移
行
し
ま
す
）

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

車椅子 補聴器

������������

��������	
��
��������	
��
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シ
ル
バ
ー
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
西

側
に
位
置
す
る
屋
外
多
目
的
広

場
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

当
広
場
の
使
用
料
金
を
定
め
た

も
の
で
す
。
広
さ
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
が
で
き
る
コ
ー
ト
が
５

面
あ
り
、
料
金
は
１
コ
ー
ト

１
時
間
当
り　

円
で
す
。

１０５

�
�
�
�
�
�
�

　
　

�

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
シ
ル

バ
ー
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）
で
使

用
許
可
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
申
請
し
て
下
さ
い
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�

	

�

��
�

�
�

��

��

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
本
町
の
国
民
健
康

保
険
税
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。
被
保
険
者
が
出
産
し
た

と
き
に
受
け
ら
れ
る
出
産
育
児

一
時
金
の
額
が　

万
円
か
ら　

３０

３５

万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

歳
以
上
の
人
で
、

７０

現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る
人
の

自
己
負
担
割
合
が
、
２
割
か
ら

３
割
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　地震または風水雪害により被害を受け，町内に在住
する宅地及び宅地進入路の所有者が復旧事業を行う場
合に，土砂除去等に要する事業費（限度額５０万円）の
９０％を支給するもの。（Ｈ１８．８．７第３回臨時会）

　平成１８年７月鹿児島県北部豪雨災害により被害を受
け，町内に在住する内水面養殖業者が施設の災害復旧
事業を行う場合に，土砂除去等に要する事業費（限度
額５０万円）の９０％を支給するもの。（Ｈ１８．８．２４第４回
臨時会）宅地に流れ込んだ土砂
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７
月　

日
、　

日
の
豪
雨
災

２２

２３

害
直
後
、
特
に
復
旧
作
業
に
必

要
な
経
費
と
し
て
、
２
億
３
４

０
０
万
円
の
専
決
処
分
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
内
訳
は
、
吉
松
庁

舎
の
浄
化
槽
、
電
話
等
の
修
繕

料
、
災
害
救
助
法
に
よ
る
被
害

住
宅
の
修
繕
料
、
災
害
ご
み
の

処
理
委
託
料
、
林
道
復
旧
の
重

機
借
上
料
、
町
営
住
宅
の
修
繕

料
等
が
主
な
も
の
で
す
。

（
Ｈ　

・
８
・
７
第
３
回
臨
時
会
）

１８

　
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�

��

災害廃棄物が山積みとなった

崩壊した林道枯木ケ尾線（延長１２ｍ）

　

災
害
後
の
復
旧
に
係
る
補
正

が
主
な
も
の
で
、
災
害
ご
み
処

理
委
託
料
、
災
害
対
策
用
ボ
ー

ト
の
購
入
経
費 
、
頭
無
地 
区
の

か
し
た
な
し

農
地
復
旧
工
事
、
川
添
排
水
機

場
の
復
旧
応
急
工
事
、
二
渡
竹

迫
線
、
長
谷
日
添
線
の
道
路
復

旧
工
事
、
宅
地
等
の
土
砂
除
去

重
機
借
上
料
等
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

（
Ｈ　

・
８
・
７
第
３
回
臨
時
会
）

１８

　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�

�
�
�
�
�
�

��

農地が崩落

沿道に出された災害廃棄物

災害用ボートで住民を救出
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法
改
正
に
よ
り
保
険
財
政

共
同
安
定
化
事
業
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
各
保
険

者
間
の
保
険
料
を
平
準
化
す

る
た
め
、
１
件　

万
円
以
上

３０

の
医
療
費
の
負
担
調
整
を
行

う
た
め
の
拠
出
金
が
主
な
も

の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
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�
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�
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介
護
保
険
料
が
遺
族
年
金

や
障
害
年
金
か
ら
の
支
払
い

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

う
、
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
、
介
護
給
付
費
の

県
支
出
金
と
支
払
基
金
交
付

金
の
実
績
に
伴
う
返
納
金
が

主
な
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
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�
�
�
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収
益
的
支
出
で
は
被
害
を
受
け

た
麓
ポ
ン
プ
室
の
災
害
復
旧
事
業

費
が
、
資
本
的
支
出
で
は
、
綾
織

地
区
の
上
水
道
整
備
に
伴
う
工
事

費
の
増
額
が
主
な
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��

�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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災害により被害を受けた人に対し，町が見舞金を支給するものです。
床上浸水が住家全体に占める損害割合２０％未満　１００，０００円／世帯
床上浸水が住家全体に占める損害割合２０％以上　１３０，０００円／世帯

（Ｈ１８．８．２４第４回臨時会）
��������	
��
����������������������

��������	���
　栗野地区の戸別受信機の老朽化に伴
う更新を行い，併せて栗野吉松両庁舎
間の無線操作等の統合化を図るもので
す。また，戸別受信機は栗野地区に
３,０００台更新されます。

（Ｈ１８．８．７第３回臨時会）

契約金額
　１億６,０６５万円
契約の相手方
　鹿児島市天保山町９番１７号
　芝浦電子工業株式会社
　代表取締役　中田　正男
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療
養
病
床
の
入
院
基
本
料
が
大
幅

に
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
療
養

病
床
を
持
つ
医
療
機
関
が
経
営
難
に

追
い
込
ま
れ
る
こ
と
、
更
に
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
は
、
待

機
者
が
多
く
入
所
ま
で
数
年
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
住
民
が
、
い
つ

で
も
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
中
小
病
院
等

の
入
院
機
能
を
よ
り
充
実
、
拡
大
さ

せ
る
こ
と
を
要
望
す
る
も
の
。

陳
情
者

く
り
の
後
庵
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

新
内　

千
鶴
子
氏
ほ
か
１
団
体

��������	
��
�����������	
�������

�
�

　

人
権
擁
護
推
進
審
議
会
の
答
申
及

び
国
連
で
採
択
さ
れ
た
国
内
機
構
の

地
位
に
関
す
る
原
則
を
踏
ま
え
、
人

権
救
済
の
積
極
的
推
進
を
期
す
こ
と

等
を
内
容
と
し
た
「
人
権
侵
害
救
済

に
関
す
る
法
律
」
を
早
期
に
制
定
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
も
の
。

部
落
解
放
同
盟
鹿
児
島
県
連
合
会
執

行
委
員
長

　

山
口　

武
文
氏
ほ
か
２
名

　療養病床の廃止，削減計画を早急に中止する
とともに，住民の身近にあって地域医療や介護
に重要な役割を担っている中小病院等の入院機
能をより充実，拡大させることを強く要望する。

＜提　出　先＞
内閣総理大臣　安倍晋三氏
厚生労働大臣　柳沢伯夫氏
鹿児島県知事　伊藤祐一郎氏
同保健福祉部長　吉田紀子氏

�����
��������	
��
��
��������	
��

　人権擁護委員制度については効果的な人権擁
護の観点から，国，地方公共団体，その他関係
団体等と緊密な連携を図り，人権救済の積極的
推進を期すこと等を内容とした「人権侵害救済
に関する法律」を早期に制定されるよう強く要
請するものである。

＜提　出　先＞
内閣総理大臣　安倍晋三氏
総 務 大 臣　菅　義偉氏
法 務 大 臣　長勢甚遠氏
内閣官房長官　塩崎恭久氏　

����������	
��
	�����
�������

��
�

�

　当陳情書は，東中下場地区公民館長有浦雄蔵氏ほか１４自治会長の連名で提出され，９月１２日に
湧水町水害対策調査特別委員会に付託。１０月４日に当特別委員会を開催し，参考人として，東中
下場地区公民館長有浦雄蔵氏，原田自治会長安藤薫氏，亀沢自治会長金山茂高氏に出席を求め審
査しました。

陳情事項　川内川及び湯谷川の増水に伴う排水施設の整備
①湯谷川の抜本的改修及び排水施設の整備
②湯谷川の抜本的改修及び排水施設の整備
　までの緊急用排水ポンプ設置の早期実現

� �
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平
成　

年
第
３
回
定
例
会
に

１８

お
い
て
、
平
成　

年
度
歳
入
歳

１７

出
に
係
る
決
算
の
認
定
に
付
す

る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置
。
そ
れ

ぞ
れ
の
会
計
の
予
算
執
行
状
況

と
施
策
の
成
果
に
つ
い
て
、
審

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

審
査
期
間

　

平
成　

年
９
月　

日

１８

２５

　
　
　

〜　
　

月
３
日

１０

審
査
場
所

吉
松
庁
舎

２
・
３
委
員
会
室

及
び
現
地
調
査

審
査
の
着
眼
点

　

予
算
が
目
的
に
従
っ
て
適
正

か
つ
効
果
的
に
執
行
で
き
た
か
。

　

ど
の
よ
う
な
行
政
効
果
が
発

揮
で
き
た
か
。
ま
た
、
改
善
工

夫
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
べ

き
か
等
。

決
算
審
査

　
　

特
別
委
員
会
委
員

　
　委

員
長

　
　

福
島　

勝
男

副
委
員
長

　
　

池
上　

滝
一

委　

員

　
　

中
原　

末
志

　
　

綾
織　

ま
ち
子

　
　

川
田　

耕
哉

　
　

亀
澤　

中

　
　

境
田　

公
明



11

�������

�
�����

�
�����

���� ������������

�������������������������������������������������������������������

�����������	
���
���������������������� !"#�$%&'(

　

イ
ギ
リ
ス
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
小
学
生
１
名
中
学
生
１
名
の
計

２
名
が
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
費
用
の
一

部
助
成
金
と
、
中
国
の
文
化
と
歴

史
を
学
ぶ
体
験
研
修
で
中
学
生
５

名
を
派
遣
し
ま
し
た
。（
１
４
３

万
９
０
０
０
円
）

　

青
少
年
国
際
交
流
事
業
と
し
て
、

中
国
の
少
年
少
女
と
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
に
よ
る
人
的
交
流
で
中
高
生

８
名
を
（
１
０
８
万
２
０
０
０

円
）
派
遣
し
ま
し
た
。
両
事
業
と

も
国
際
性
豊
か
な
人
材
育
成
が
で

き
ま
し
た
。

�
�　

青
少
年
国
際
交
流
事
業
参

加
者
の
公
募
に
つ
い
て
、
広
く
公

平
な
呼
び
か
け
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

�
�　

自
己
負
担
が
あ
り
応
募
者

が
集
ま
ら
ず
、
ひ
と
つ
の
家
族
で

複
数
回
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

旧
町
に
あ
っ
た
２
つ
の
組
織
が
、

湧
水
町
国
際
交
流
協
会
に
統
合
さ

れ
、
今
後
は
、
未
経
験
の
子
ど
も

達
に
限
り
参
加
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	

　

長
谷
・
老
竹
・
米
永
の

３
分
団
の
詰
め
所
を
新
し

く
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

団
員
の
防
火
広
報
消
防
訓

練
等
で
の
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

米
永
分
団
に
つ
い
て
は
、

公
民
館
と
併
用
す
る
こ
と

で
地
域
と
の
密
接
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し

て
の
活
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

6
9
７
０
万
円

����������������

���� ������
������

� � � �� � � �������

�����������������������������������������������������������	
����

����������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������� � �

������������������
�����
����

��������������������������������������������������������

日中友好交流会
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��������	
���������

　

両
庁
舎
の
改
修
を
行
い
、

事
務
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、

庁
舎
間
電
話
の
内
線
化
等

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
と
共
に
、
快
適
な
勤
務

環
境
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��



�
�
�
�
�
�
�

　

県
が
行
う
河
川
工

事
に
併
せ
て
、
親
水

護
岸
、
芝
生
広
場
等

の
整
備
が
行
わ
れ
、

「
湯
っ
た
り
館
」
周

辺
地
域
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

���������	�������
����������

　

年
間
を
通
し
て
施
設

の
維
持
管
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
運
営
が
順

調
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�　

入
浴
者
は
年
間

何
人
で
す
か
？

�
�　

年
間
入
浴
者
数

　
　

万
１
５
２
８
人

１３
平
均
利
用
者
数

　
　

人
／
日

３７３
※
入
浴
者　

万
人
達
成

８０

し
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
数

　

５
０
２
２
人

平
均
利
用
者
数

　
　

人
／
日　

で
し
た
。

１４

リバーフロント整備事業（大原地区）

�
�　

入
館
者
が
年
々

減
少
し
て
い
る
が
対
策

は
？

�
�　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
等
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
利
用
増
を
図
る
と

共
に
、
物
産
館
利
用
者

へ
の
呼
び
か
け
や
チ
ラ

シ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
等

を
通
じ
た
宣
伝
を
行
い

た
い
。

交流施設外観

町民ホール（１階）

栗野庁舎旧議事室
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��������	
��
�
���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
��

�
�
�
�
�
�

　

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
事
業
で
、
四
ツ
枝
・

永
山
線
と
停
車
場
・
柿
木
線
の

改
良
工
事
が
行
わ
れ
、
生
活
・

通
学
路
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
利
用
拡
大

と
読
書
活
動
の
推
進
等

に
向
け
て
、
図
書
、
Ｃ

Ｄ
、
ビ
デ
オ
等
を
購
入

し
、
図
書
館
資
料
の
充

実
に
努
め
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
住
民
一
人

当
た
り
の
貸
出
冊
数
が

年
間
約　

冊
と
な
り
ま

１２

し
た
。

�
�　

登
録
者
の
増
は

何
人
ぐ
ら
い
か
？

�
�　

合
併
後
、
吉
松

地
区
住
民
の
登
録
者
が

２
０
６
名
増
加
し
て
い

ま
す
。

�
�　

年
間
紛
失
冊
数

は
あ
る
の
か
？

�
�　

漫
画
な
ど
主
に

２
０
０
冊
前
後
あ
り
ま

す
。
紛
失
の
な
い
よ
う

に
対
策
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

　

白
ネ
ギ
（　
　

・　

戸
）、

１２
ha

７６

ゴ
ー
ヤ
（　
　

・　

戸
）
の
栽

１.４
ha

２８

培
農
家
に
対
し
て
苗
の
助
成
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

�
�　

助
成
事
業
は
、
い
つ
か

ら
開
始
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
指
定

の
取
組
み
が
さ
れ
て
い
る
か
。

�
�　

既
に
、　

年
程
度
経
過

２０

し
て
い
る
。
農
家
の
意
向
調
査

を
行
い
、　

年
を
目
処
に
廃
止

１９

し
た
い
。

手入れに余念のない栽培農家（新市原地区）

町道柿木・停車場線（吉松中学校付近）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

読書大好き

本がたくさんあります。約９万点
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円
滑
な
被
災
者
救
済

の
た
め
避
難
所
の
指

定
、
避
難
要
領
及
び
避
難
所

の
管
理
運
営
等
を
マ
ニ
ア
ル

化
し
、
住
民
へ
の
周
知
に
つ

い
て
伺
う
。

 

湧
水
町
の
防
災
マ
ッ

プ
は
、　

年
度
の
作

１９

成
を
検
討
し
て
い
る
。

　

洪
水
浸
水
地
域
、
急
傾
斜

地
等
の
災
害
危
険
箇
所
及
び

指
定
避
難
場
所
と
避
難
時
の

注
意
事
項
、
避
難
要
領
等
を

含
ん
だ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

����������
����������
�
�

�
�

 

県
道
「
木
場
・
吉
松

・
え
び
の
」
線
は
国

道
バ
イ
パ
ス
道
と
し
て
早
急

な
拡
幅
整
備
と
冠
水
常
襲
の

北
方
地
区
の
通
行
確
保
の
た

め
、
排
水
ポ
ン
プ
設
置
に
つ

い
て
伺
う
。

 

未
整
備
区
間
の
北
方

・
永
山
間
の
早
急
な

拡
幅
整
備
を
要
望
し
て
き
た

が
、
県
は　

年
度
か
ら
整
備

１８

計
画
作
成
の
た
め
、
調
査
測

量
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
道
北
方
本
線
が

迂
回
路
と
し
て
使
用
で
き
る

こ
と
か
ら
排
水
ポ
ン
プ
の
設

置
は
考
え
て
い
な
い
。

����������
����������
�
�

�
�

画
会
議
及
び
吉
松
地
域
審
議

会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

 

吉
松
地
区
の
唯
一
の

水
害
防
止
策
は
、
阿

波
井
堰
の
流
下
能
力
の
拡
大

で
あ
る
。

　

阿
波
井
堰
が
現
状
の
状
態

で
存
在
す
る
限
り
、
豪
雨
の

度
に
「
水
の
里
公
園
」
は
水

没
し
、
復
旧
事
業
費
を
投
入

す
る
こ
と
と
な
り
、
井
堰
の

撤
去
若
し
く
は
拡
幅
改
修
が

完
了
す
る
ま
で
本
事
業
を
凍

結
す
べ
き
と
考
え
る
が
町
長

の
見
解
を
伺
う
。

 

今
回
の
よ
う
な
災
害

が
今
後
も
予
測
さ
れ

ま
す
が
、
旧
吉
松
町
時
代
の

計
画
か
ら
実
施
ま
で
の
経
緯

も
あ
り
、
川
添
地
区
地
域
企

����������
����������
�
�

�
�

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
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�
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・職員等の携帯電話の借上げ

・消防団員の費用弁償の支払い

及び公務災害の適用

川添地区の冠水状況
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共
に
、
特
用
林
産
の
生
産
に

対
す
る
町
の
助
成
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

地
域
興
し
の
源
と
な

る
よ
う
な
優
良
椎
茸

生
産
を
目
指
す
者
へ
、
育
成

と
助
成
の 
目  
論  
見 
を
も
っ
て
、

も
く 
ろ 

み

町
有
林
の
ク
ヌ
ギ
立
木
の
払

い
下
げ
を
す
る
考
え
は
な
い

か
。

 

町
有
林
の
適
切
な
管

理
を
踏
ま
え
、
地
域

特
産
品
の
育
成
を
考
慮
し
、

原
木
購
入
希
望
者
へ
の
対
応

を
検
討
す
る
と
共
に
、
地
域

の
活
性
化
に 
繋 
げ
て
ま
い
り

つ
な

ま
す
。

����������
����������
����������

�
�
�

�
�

 

特
用
林
産
物
の
生

産
の
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

 

竹
の
子　

�
、
栗

３００

　

�
、
木
酢
液　

７８４

１２０

�
、
竹
材
３
６
０
０
０
束
、

乾
燥
椎
茸
１
９
０
０
�
で
、

全
体
的
に
は
減
少
傾
向
で

す
。
そ
の
原
因
は
、
輸
入

品
や
代
用
品
の
開
発
な
ど

に
よ
る
国
産
品
の
価
格
低

迷
、
生
産
者
の
高
齢
化
な

ど
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

指
導
体
制
は
、
県
及
び

����������
����������
����������

�
�
�

�
�

��������������������������������������������������������������������������������										
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����������������������������	
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������������������������������������������������������������������

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�

�
�
�
�

� ���������

� ������

��������	
���
�������

森
林
組
合
等
と
連
携
し
、
座

談
会
・
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

助
成
策
と
し
て
の
補
助
事

業
等
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

特
用
林
産
振
興
の
具

体
的
施
策
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
伺
う
。

 

生
産
品
目
等
は
、
従

来
通
り
の
も
の
を
主

と
し
、
複
合
的
な
生
産
体
制

の
推
進
、
指
導
体
制
と
し
て

は
、
従
来
よ
り
強
化
す
る
と

����������
����������
����������

�
�
�

�
�

優良シイタケ生産ホダ場

適伐を過ぎようとしている町有クヌギ林
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

局
、
川
内
川
工
事
事
務
所
に

強
力
に
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

 

施
設
や
伝
統
の
地
域

の
特
色
を
生
か
し
、

時
代
に
即
し
た
新
た
な
高
校

像
「
学
び
の
森
構
想
」
で
臨

ん
だ
栗
工
再
編
協
で
あ
っ
た

が
、
県
教
委
が
場
所
を
散
ら

つ
か
せ
、
合
同
協
議
が
中
断
、

一
年
先
送
り
に
な
っ
た
が
、

打
開
策
は
。

 

町
長
と
協
議
会
長
は

分
離
し
、
教
育
的
見

地
で
望
ん
で
き
た
。
人
心
刷

新
の
県
教
委
の
確
固
た
る
態

度
で
、
霧
島
（
牧
園
）
協
議

会
が
同
じ
認
識
で
中
山
間
地

の
子
ど
も
達
の
夢
の
あ
る
学

校
づ
く
り
の
場
に
戻
す
責
任

が
あ
る
。

 

早
期
再
開
も
県
教
の

責
任
大
。

����������
����������
�
�

�
�

�
�
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審
議
会
、
協
議
会
、

実
行
委
員
会
等
の

①
委
嘱
の
選
出
基
準

②
日
当
・
費
用
弁
償

③
所
属
団
体
と
の
関
係
責
任

④
委
嘱
の
説
明
責
任

⑤
行
政
職
務
の
住
民
参
画
状

況
は
。

 
①
所
属
団
体
の
専
門
性
や
個

人
的
経
験
を
施
策
に
反
映
し

て
貰
う

②
条
例
等
に
よ
っ
て
日
当
支

払
の
有
無
が
あ
る
が
、
無
償

の
方
へ
も
配
慮
必
要

③
会
の
内
容
に
よ
る

④
説
明
し
て
い
る
。
専
門
性

を
生
か
し
て
貰
う
以
上
の
責

任
は
な
い

⑤
社
会
参
画
は
推
進
し
て
い

る
。
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����������
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平
成
９
年
水
害
の
床

対
事
業
の
効
果
と
未

整
備
地
と　

年
台
風　

号
災

１７

１４

害
後
並
び
に
本
年
度
県
北
豪

雨
災
害
に
対
す
る
国
、
県
の

要
求
状
況
は
。

 

轟
瀬
の
開
削
、
綿
打

川
、
吉
松
の
桶
寄
川

改
修
等
の
効
果
は
あ
っ
た
。

未
整
備
の
湯
谷
川
、
阿
波
井

堰
含
む
流
域
狭
窄
部
の
抜
本

的
改
修
と
付
帯
的
な
築
堤
補

強
、
排
水
ポ
ン
プ
設
置
、
寄

洲
除
去
、
県
道
木
場
・
永
山

線
の
改
良
も
要
求
し
て
い
る
。

昨
年
来
の
要
望
活
動
中
に
川

内
川
全
域
の
大
災
害
が
起
き
、

����������
����������
�
�

�
�

国
、
県
も
激
甚
・
激
特
を
視

野
に
入
れ
た
レ
ベ
ル
で
査
定

し
対
策
を
示
唆
し
て
い
る
。

川
添
狭
窄
部
拡
幅
は
測
量
調

査
に
入
っ
て
い
る
。

 

住
民
・
議
会
・
町
の

一
体
的
要
望
活
動
状

況
は
。

 

吉
松
地
区
・
栗
野
地

区
の
労
苦
や
心
情
を

踏
ま
え
た
被
災
者
住
民
、
用

地
提
供
地
権
者
、
公
民
館
長
、

議
会
と
湧
水
町
総
意
で
、
国

会
議
員
、
県
、
県
議
の
共
通

認
識
と
支
援
を
得
な
が
ら
、

中
央
省
庁
、
九
州
地
方
整
備

����������
����������
�
�

�
�

決壊した桶寄川の堤防

�
�
�
�

�
�
�
�
�
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の
利
益
追
求
の
為
に
、
住
民

の
生
命
・
財
産
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
上
、

住
民
が
不
安
と
恐
怖
に
悩
ま

ぬ
よ
う
国
土
交
通
省
に
井
堰

撤
去
の
要
求
を
さ
れ
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

 

吉
松
地
域
が
長
年
に

わ
た
り
水
害
に
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
大
き
な
原
因

は
、
阿
波
井
堰
を
含
む
上
流

狭
窄
部
で
す
。
町
独
自
の
改

修
計
画
や
地
権
者
の
同
意
を

得
な
が
ら
、
湯
谷
川
の
改
修

も
含
め
、
激
特
指
定
が
さ
れ

る
よ
う
国
・
県
へ
強
く
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

 

今
回
の
降
雨
で
井
堰

の
一
部
、
高
さ
約　
８０

�
、
幅
約　

ｍ
が
欠
落
し
た

１２

分
、
流
下
能
力
が
向
上
し
、

上
流
の
水
位
が
下
が
っ
て
い

る
。
こ
の
堰
の
復
旧
に
は
、

関
係
市
町
長
の
同
意
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
住
民
の
意

向
を
尊
重
し
て
対
応
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

井
堰
修
復
に
は
、
同

意
で
き
な
い
と
言
っ

�
�

����������
����������
�
�

�
�

て
あ
り
ま
す
。

 

寄
り
州
除
去
が
約　
１２

年
間
行
わ
れ
て
い
な

い
が
、
こ
の
対
応
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

 

寄
り
州
除
去
は
国
の

管
轄
な
の
で
、
全
面

的
な
除
去
を
強
く
要
望
し
ま

す
。

 

阿
波
井
堰
上
流
拡
幅

か
ら
下
流
の
湯
谷
川

改
修
を
、
住
民
・
行
政
・
議

会
三
者
一
体
と
な
っ
て
、
国

へ
力
強
く
要
求
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

 

法
で
決
ま
っ
た
こ
と

を
突
破
し
、
変
え
さ

せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
執
行

部
だ
け
で
や
っ
て
も
駄
目
で

す
。
私
自
身
も
全
力
を
尽
く

し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
議

員
、
町
民
各
位
一
緒
に
な
っ

て
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

����������
����������
�
�

�
�
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����������
�
�

�
�

こ
れ
ま
で　

年
間
、
豪
雨
の

８７

都
度
甚
大
な
被
害
を
受
け
て

い
る
。
井
堰
は
チ
ッ
ソ
の
発

電
専
用
で
、
年
間
１
億
円
余

り
で
売
電
を
し
て
い
る
。
今

回
、
本
町
の
被
害
は　

億
５

１５

千
万
円
。
住
民
個
人
の
被
害

を
入
れ
る
と　

億
円
以
上
と

３０

も
い
わ
れ
て
い
る
。
チ
ッ
ソ

��������������������������������������������������������������������������������										
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被
災
者
の
皆
様

に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
で
記
録
的
大
雨

で
あ
っ
た
。
人
工
構
造

物
で
あ
る
井
堰
が
流
れ

を
阻
害
し
逆
流
し
た
た

め
、
大
水
害
と
な
っ
た
。

����������
����������
�
�

豪雨による濁流で堰が損傷し間知石が崩落（線内）

�
�
�
�
�
�

ご
み
分
別
及
び
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
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要
望
し
て
い
き
ま
す
。
町
河

川
の
整
備
に
つ
い
て
は
補
助

事
業
等
の
採
択
条
件
に
合
致

し
な
い
こ
と
か
ら
、
災
害
復

旧
事
業
と
し
て
緊
急
度
を
考

慮
し
計
画
的
に
実
施
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

 

災
害
時
は
行
政
も
消

防
団
に
お
い
て
も
災

害
へ
の
対
応
や
水
門
の
管
理
、

地
域
の
孤
立
化
な
ど
で
限
度

が
あ
り
、
避
難
指
示
に
対
応

す
る
に
も
苦
慮
し
て
い
る
こ

と
か
ら
地
域
の
自
主
防
災
組

織
と
の
連
携
が
必
要
で
は
な

い
か
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

 

体
制
・
手
配
等
に
お

い
て
限
度
が
あ
り
、

地
元
消
防
団
・
各
地
区
区
長

・
自
治
会
長
と
連
絡
を
取
り

な
が
ら
避
難
者
の
把
握
を
行

い
、
給
食
は
社
協
で
対
応
し

配
達
不
可
能
な
地
域
へ
は
自

主
防
災
組
織
へ
炊
き
出
し
等

を
お
願
い
し
た
い
。
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吉
松
小
北
校
舎
建
設

は
今
年
度
設
計
と
な

っ
て
い
る
が
大
水
害
に
よ
り

状
況
が
変
わ
っ
た
。
再
度
検

討
し
水
害
に
強
い
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
が
必
要
で
は
な

い
か
。

 

学
校
全
体
が
浸
水
し
、

全
体
的
な
構
想
対
策

を
教
育
委
員
会
に
も
お
願
い

し
た
。

 

設
計
案
で
は
耐
震
性

を
考
慮
し
た
事
項
が

主
で
水
害
対
策
が
最
大
の
課

題
で
あ
り
、
再
度
建
設
検
討

委
員
会
の
設
置
も
検
討
し
整

備
を
図
り
た
い
。
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今
後
の
河
川
改
修

（
川
内
川
、
県
、
町

河
川
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

����������
����������
�
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県
に
対
し
、
阿
波
井
堰
を
含

む
狭
窄
部
の
開
削
等
川
内
川
、

県
河
川
の
抜
本
的
改
修
に
関

す
る
要
望
を
な
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。「
阿
波
井
堰
は

本
丸
」
で
あ
り
ま
す
。
床
対

事
業
で
整
備
さ
れ
た
桶
寄
川

の
復
旧
状
況
や
課
題
、
住
民

へ
の
広
報
の
あ
り
方
、
湯
谷

川
の
改
修
や
須
屋
川
の
た
い

積
土
砂
早
期
除
去
、
特
に
上

流
部
の
早
期
改
修
が
必
要
で

は
な
い
か
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

 

川
内
川
水
系
の
河
川

激
特
事
業
が
２
ヶ
月

以
内
に
採
択
さ
れ
る
見
通
し

と
な
り
、
要
望
箇
所
が
採
択

さ
れ
る
よ
う
国
、
県
へ
強
く

�
�

　

今
回
の
水
害
で
被
災
さ
れ

た
方
々
に
対
し
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
県
北

部
豪
雨
災
害
に
お
い
て
国
・

水没した県道木場吉松えびの線（中野ガード下）
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集
落
に
お
け
る
自
主

防
災
組
織
が
重
要
と

さ
れ
る
が
伺
い
ま
す
。
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����������
�
�

 

各
地
区
を
中
心
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
地
区
・
自
治
会
単
位
の

住
民
が
参
加
し
た
、
避
難
誘

導
の
訓
練
及
び
研
修
等
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

地
域
で
同
時
多
発
的

に
起
き
る
中
で
は
、

行
政
の
役
割
に
は
限
界
が
あ

る
。
自
主
防
災
組
織
の
組
織

力
を
ど
う
高
め
る
か
。

 

行
政
が
的
確
に
と
ら

え
情
報
を
速
め
に
伝

達
し
、
防
災
組
織
が
早
め
に

対
応
し
動
き
や
す
く
し
て
い

き
た
い
。

�
�
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現
場
を
良
く
知
っ
て

い
る
方
々
の
意
見
を

聞
き
検
証
す
る
事
は
大
事
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
協
議

し
作
成
し
た
い
。

�
�
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地
域
や
家
庭
の

防
災
対
策
を
あ

ら
た
め
て
点
検
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
な
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
上
で

も
、
ま
ず
、
町
内
の
災

害
や
危
険
が
予
測
さ
れ

る
箇
所
と
そ
れ
に
対
応

し
た
避
難
場
所
が
一
目

で
わ
か
る
、
災
害
を
予

測
し
た
地
図
「
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

て
、
住
民
に
周
知
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
考

え
を
伺
う
。

 

　

年
度
に
作
成

１９を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。
掲
載
内
容
は
、

洪
水
浸
水
地
域
、
急
傾

斜
地
、
避
難
箇
所
等
と

合
わ
せ
て
、
避
難
に
お

け
る
注
意
事
項
等
の
記

載
も
含
ん
だ
マ
ッ
プ
作

成
を
行
い
全
戸
配
布
を

い
た
し
ま
す
。

 

住
民
・
行
政
・

関
係
者
と
の
検

証
を
も
と
に
作
成
し
た

ら
ど
う
か
。
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避難訓練（上川西地区）

�
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行
政
・
住
民
・

議
会
一
体
的
要
望

と
し
て
、
阿
波
井

堰
を
含
む
上
流
域

狭
窄
部
の
開
削
・

拡
幅
、
湯
谷
川
の

改
修
・
排
水
機
設

置
と
寄
州
除
去
、

築
堤
強
化
等
、
河

川
系
公
共
土
木
の

災
害
復
旧
要
望
に

沿
っ
た
内
容
に
よ

る
署
名
活
動
を
進

め
る
こ
と
で
調
整

し
て
い
ま
す
。

　

７
月　

日
午
後
か
ら

２１

　

日
午
前
中
ま
で
の
豪

２３雨
は
、
川
内
川
上
流
部

で
期
間
総
雨
量
１
０
０

０
ミ
リ
を
越
え
、
未
曾

有
の
雨
量
に
よ
り
川
内

川
全
体
に
猛
烈
な
災
害

を
も
た
ら
し
、
今
も
そ

の
傷
痕
が
生
々
し
く
、

未
だ
癒
え
な
い
状
況
の

中
で
更
な
る
対
策
の
強

化
が
求
め
ら
れ
る
事
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
議

会
及
び
特
別
委
員
会
は
、

町
当
局
と
被
災
者
を
含

む
住
民
代
表
と
共
に
、

こ
の
災
害
の
早
期
復
旧

と
、
今
後
の
対
策
に
向

け
て
の
要
望
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。
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河川激甚災害対策特別緊急事業の略語で、今回の様な大雨に見舞われても、河川がはんらんしな
いようにする観点から、５ヶ年以内の緊急整備を図るものです。既に実施されている直轄河川災
害復旧事業（壊れた箇所を直す事業）とは別枠の事業です。

平成１６年度に設置された湯谷川
水門は、今回の豪雨災害でも機
能せず、排水ポンプ設置が急務
とされる。

永山橋～阿波井堰全景
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朝
夕
す
っ
か
り
涼
し
く

な
り
豪
雨
災
害
で
傷
つ
い

た
稲
穂
も
黄
金
色
に
染
ま

り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
無

事
収
穫
を
迎
え
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
ま
た
保
育

園
幼
稚
園
を
は
じ
め
、
各

学
校
の
運
動
会
で
子
ど
も

達
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
姿

を
み
て
い
る
と
、
あ
の
災

害
の
記
憶
が
少
し
ず
つ
和

ら
い
で
い
く
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

今
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」

も
、
水
害
対
策
を
は
じ
め

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
早

く
わ
か
り
や
す
く
町
民
の

皆
様
に
伝
え
ら
れ
る
か
、

広
報
委
員
が
知
恵
を
絞
っ

て
編
集
を
し
ま
し
た
。
今

後
も
そ
の
よ
う
な
「
議
会

だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
精

進
し
て
い
き
ま
す
。（境

田
）
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�

委

員

長　

宮
里　

�
昭

委　
　

員　

仮
屋　

良
二

　
　
同　　
　

境
田　

公
明

　
　
同　　
　

池
上　

滝
一

　
　
同　　
　

亀
澤　
　

中

　
　
同　　
　

川
田　

耕
哉
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７
月
の
県
北
部
豪
雨
で
床
上

　

�
の
被
害
を
受
け
た
者
で
す
。

７５吉
松
地
区
の
被
害
原
因
は
阿
波

井
堰
が
原
因
で
す
。

　

チ
ッ
ソ
へ
の
説
得
も
必
要
と

思
い
ま
す
が
、
許
可
を
出
し
て

い
る
国
（
国
土
交
通
省
）
に
、

こ
の
機
を
逃
さ
ず
許
可
の
取
り

消
し
を
含
め
て
、
住
民
、
議
会
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
強
く
進

め
て
行
く
よ
う
切
望
し
ま
す
。

　

住
民
も
あ
ら
ゆ
る
努
力
、
協

力
を
い
た
し
ま
す
。

　

早
期
開
館
に
向
け
て
、
休
館

に
至
っ
た
経
緯
等
を
調
査
し
、

原
因
、
問
題
点
及
び
対
策
等
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
調
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

国
、
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
環

境
が
続
く
な
か
、
自
主
財
源
の
伸

び
も
期
待
で
き
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。
地
方
交
付
税
、
国
・
県

補
助
金
は
三
位
一
体
改
革
の
影
響

に
よ
り
、
よ
り
一
層
厳
し
い
状
況

に
お
か
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
議
会
に
お
い
て
も
、

議
会
組
織
・
運
営
全
般
を
見
直
し
、

地
方
分
権
時
代
に
対
応
し
た
行
財

政
改
革
推
進
に
向
け
、
調
査
・

研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

����������������
�������������

��������	
��

��������	
��

��������	
��

��������	
��

����

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
																

















����������������
����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																















������������������������	
�

休館中の湯ったり館


